
1EPLAN Japan| EPLAN Virtual Fair 2020 開催レポート | 2020.09

EPLAN Virtual Fair 2020 開催レポート



EPLAN Virtual Fair 2020

EPLAN Japan| EPLAN Virtual Fair 2020 開催レポート | 2020.09 2

もくじ

1. お客様事例：キーノートスピーチ マグトロニクス – Master of Challenge

2. お客様事例：標準化は神話ではない

3. EPLAN Data Portal アップデートイベント

4. 制御盤製造におけるバリューチェーンの紹介

5. エンジニアリングの自動化 - クラウド技術

6. Leadership Talk: Data Consistency and Quality

（データ整合性と品質）



Electronic Manufacturing Service Company – Master of Challenge

EPLAN Japan| EPLAN Virtual Fair 2020 開催レポート | 2020.09 3

プレゼンテーション概要

世界中のエンジニアが集まるEPLAN Virtual Fairで日本企業株式会社マグトロニクスより基調講演がありまし
た。株式会社マグトロニクスは制御を取り巻くトータルソリューションを提供している会社です。常に納
期・コスト・品質を求められている同社が、お客様と共に、どのように制御盤の計製造方法を変えているか。
具体的な削減工数とモジュール化というお話を聞くことができました。

レポートをまとめたやまさきの感想
EPLANは設計から製造までつながります、とよく謳っています。これについて実際のユーザーさまからお話
を聞くことができました。制御盤は一つ一つ仕様は違うけれど、機能観点で見れば同じである。これを、モ
ジュール化にして各機能ブロックをお客様に提案している。そして設計データを実際に製造(ハーネス加工)で
活用と、効率的。組み合わせで設計・製造ができるのでモジュール化は、これからの制御盤業界でもスタン
ダードになってくるのではと、JEMAの制御盤2030を読んで感じていたので、それをすでに実践しているマグ
トロニクスは、日本の制御盤製造では数歩先を走っていました。
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キーノートスピーチ|株式会社マグトロニクス

お客様はグローバル市場で厳しい価格競争にさらされてい
る。コスト削減の要求も強くあるが、部品価格の値下げや
改善活動はすでに限界であり、従来のコスト削減手法は機
能しない。さらなるコスト削減のためには、生産工程全体
の最適化を図り、生産の自動化を促進する標準化、モジュ
ール化が必要。

マグトロニクスが直面する問題
• 仕様の頻繁な変更
• 各種個別仕様
• 短いリードタイム
• 少量の多くの製品

従来の設計方法や改善活動による制限がある
→お客様とのより効率的な設計・製作方法の開発が必要
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制御盤製作のワークフロー

 現在の一般的なビジネスフロー
お客様の設計受け取ってから納品まで約5〜6週間
（仕様が途中で変更されても、納期は延びない）

 EPLANを使用した現在作業中のプロジェクト
EPLANを使用するように顧客を促進
お客様からEPLAN設計データをもらえれば、再設計時間
短縮
お客様がリタールのエンクロージャーを使用すると、合計
で2〜3週間の削減が可能
（このプロジェクトは現在DMG MORIで進行中）

 将来的に、モジュール設計の制御盤が一般化されると、
EPLANで設計、リタールエンクロージャーが増加し、
生産時間を大幅に短縮できると予想

（おそらく現在に比べて半分以下になるのでは）
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製造工程の最適化について

 お客様からの設計データは、紙の場合と電子データの場合があ
る基本的には社内のエンジニアによってEPLANで書き直され
る

 EPLANのデータをマグトロニクス製造管理システムに転送注
文用の部品リスト、ラベル、製造用のチューブデータのマーク
を作成

 データがKOMAX ZETAに送信され、ハーネスは自動的に製造
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さらに製造効率を上げるために、制御盤のモジュール化された機能ブロックをお客様に提案

 毎月30社以上の制御盤を約500枚製造
細かく仕様を見ると、すべて異なる

 しかし、機能的な観点では、すべての制御盤は実は同
じ。違うのは盤内のレイアウトとお客様ごとの部品の
使用方法

 モジュール化した各機能ブロックをお客様に提案
受け入れられると、生産が非常に効率的になる

 工作機械市場では、機械の電気部品は製品の差別化要
因として大きな役割を果たしていない。

 機械メーカーはエンジニアの確保に苦労しており、限
られたエンジニアを差別化要因となる機械分野に投資
したいと考えているので、機械メーカーは電気設計は
外部に委託する傾向がある

 そのため、お客様はモジュールソリューションを受け
入れてくれる
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Way to Success in New World

Covid-19により私たちの生活様式と消費行動は変化
私たちは新しい世界を想像し、製品を生み出す必要がある
が、今までのように、設計と製造に多くのリソースを投入
することはできない。より効率的で効果的な方法が必要

お客様は、市場での制御盤の製造方法の変化や外部環境の
変化を受け入れる他ありません。ただし、変化の速度は、
お客様の製品、市場、企業規模、文化によって異なります。
昨年までは、変化に10年かかると言われていました。しか
し、コロナウイルスによってこれは加速したと思います。

したがって、今後3年間は、お客様の意思決定にとって非
常に重要な期間だと思います。

マグトロニクスは、お客様の近くで、お客様の痛みを深く
理解しているため、この変化の移行期間では大きな役割を
果たせると思っている。
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まとめ

カスタマイズから標準化まで…お客様は判断を迫られてい
る。しかし、過去の多くの設計データや社内ルールにより、
制御盤の設計変更をためらっていた。

マグトロニクスは、お客様が制御盤について相談する必要
があるときに最初の窓口になると思う。
重要なことは、お客様の痛みに対して、実際の解決策を示
すことができるとうことである。EPLANとリタールを使用
して生産プロセスを効率化できる方法を詳細に示したい。

時間はかかるが、解決策の妥当性をもっとアピールする必
要がある。
リタールとEPLANとのコラボレーションがなければ、成功
はないと思う。
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プレゼンテーション概要

ドイツ制御盤メーカーのHanseatic Power Solutions GmbH（HPS）社によるユーザー事例紹介。同社は
EPLANを導入して電気設計の時間を25%短縮しました。具体的にどのような作業を効率化したのか、20分で
発表しました。今回大きく取り上げられたソリューションは「EPLAN Pro Panel」と「EPLAN Cogineer」と
です。実際のレポート類を惜しげもなく公開していました。

レポートをまとめたやまさきの感想
タイトルを日本語にすると「標準化は神話ではない」となり、なんだなんだとワクワクしました。
今回のプレゼンテーションでは図面などを実際に見せながら、どのように標準化したかを発表していました。
同社の事例は導入事例紹介としてすでにEPLAN ブログでも取り上げています。なので…欲張っていえば…標
準化に至るまでの苦労話を聞きたかった…(むしろそれを期待していた）
しかし実際の図面や成果物を細かく見せていただいたので、ユーザー事例としては濃い内容だったのではと
思います。

参考：【制御盤メーカー】HPS社（ドイツ）導入事例｜EPLAN ブログ

https://blog.eplanjapan.co.jp/1174/
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同社が達成したいこと・ビジョン

制御盤メーカーのHanseatic Power Solutions GmbH（HPS）社
（会社概要は割愛）

Product Breakdown：85%はカスタマイズ製品

同社が達成したいこと・ビジョン
マーケットのデジタリゼーション化

Industry 4.0
3Dレイアウト
効率的な制御盤製造
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EPLAN Cogineerを使い回路図自動生成

補助駆動＞冷却水装置＞テーブルクーラーファン(=864)

EPLAN Cogineer使い、
要件を選択することで回路図を書いている
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ケーブルダイアグラム

制御盤内レイアウトはEPLAN Pro Panelで行う
ケーブルダクトとマウンティングレールワイヤリングダ
イアグラム ProPanelで作る

端子台はフエニックスコンタクトで作るので、
手作業を必要としない・時間の短縮

RiThermも使い部品のホットスポット（発熱状況）を確
認する
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EPLAN Pro Panelを使って設計するもの

配線ルートの設計
銅バー設計

パーツリスト
QRコードをSCANすると部品情報が表示される
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出荷時にはQRコードを付けて送る
社内クラウド（サーバー）に保存されている
電気的な情報がすべて見ることができる

マクロテンプレートなどを使って
25%効率化

ワイヤリングダイアグラムなどを出している
コージニアを使う
プルダウンなど エンジニアリング80%効率化
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カスタマイズ盤などたとえ1台だけしか生産し
ないというプロジェクトでさえ、EPLANプラ
ットフォームを一貫して利用

効率化
プロジェクトプランニングでは25%効率化
EPLANを使ったエンジニアリング
（マクロ・Cogineerなど）で80%効率化
ドキュメント作成では75%効率化
納期は35%効率化

こちらの導入事例もご参考に

https://blog.eplanjapan.co.jp/1174/
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プレゼンテーション概要

EPLANプラットフォームバージョン2.9 の「Service Pack 1」のリリースで、EPLAN Data Portalが新しくな
りました。
EPLAN Data Portal はクラウドサービス EPLAN ePULSEに統合され、インターフェースを一新しました。
今回のVirtual Fair 2020では部品メーカーに向けて、何が新しくなったのかEPLAN Data Portalだけのアップデ
ートイベントを行いました。

新しいData Portalを実際に動かしながら、新しくなった機能の紹介、EPLAN Data Standardと呼ばれる新し
い部品のデータ基準と開発中のReport Centerの紹介をしました。

レポートをまとめたやまさきの感想
EPLAN Data Standardという基準を使い部品データの標準化を推進する背景に、電気設計のデジタル化の礎
は部品データだという考えがあるんですね。部品から始まる設計のデータ化。新しいData Portalはとっても
使いやすくなったので、是非ちらりでも見ていただきたいです！部品のラインナップ見放題です。



!
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新しいEPLAN Data Portalのデモ

EPLAN Data Portalは新しくなりました。こちらのリンクから実際に体験できます。

https://dataportal.epulse.cloud/


!
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EPLANプラットフォームからEPLAN Data Portalにアクセスした際、Data Portal内で3Dが動かせる



!
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EPLAN Data Standardについて

EPLAN Data Standard（通称EDS）を使い、部品データの標準化を強化



!
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EDS前と後では何が違うの？端子を例にして確認

EDS前
部品データの単位が抜けていたり(Phoenix

Contact）
データの入力値が間違っていたり
（Weidmūller）
入力漏れやシンボルがおかしかったり
（WAGO）

EDS後ではすべての情報が適切な形で入力さ
れています。このEDSに適した部品を使って
設計すると、すべての設計・製造プロセスを
通じて、一貫したデータの利用が確実に行え
ます。

部品のメーカーごとのばらつきを無くし、EPLANデータポータルデータ全体の品質向上

EDS前

EDS後



!
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新EPLANデータポータルサイトでは、EDS対応データのみを表示させることが可能＝EDS対応必要
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Report Centerを新しく開発中
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EPLAN Data Portal上で部品の構成が可能

構成した部品をそのまま電気設計に使える：SelectorとConfiguratorの違いについて詳しくはこちら

https://blog.eplanjapan.co.jp/1185/


!

EPLAN Data Portal – Virtual Manufacturer Update Event

EPLAN Japan| EPLAN Virtual Fair 2020 開催レポート | 2020.09 25

開発中のImport Tool紹介

簡単に部品データを作成・公開できる
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制御盤製造におけるバリューチェーンの紹介

プレゼンテーション概要
制御盤を設計・製造・メンテナンスまでデータでつながるバリューチェーン。どのようなステップを経て効
率的に制御盤を作るのか。どんなメリットがあるのか、今回のVirtual Fairでは概要を紹介していました。

レポートをまとめたやまさきの感想
EPLAN Japanとリタールは今年に入ってからバリューチェーンウェビナーを毎月1〜2回開催していました。
私たちがやっていたウェビナーではバリューチェーンのアイコン一つ一つがどんな作業か、どんなメリット
があるのかをソフトウェアデモやプレゼンテーションでご紹介しました。今回のVirtual Fairではオーバービュ
ーという感じで、バリューチェーンの∞ループがどう繋がっていくか、という内容でした。このレポートを読
んでくれた方は、是非バリューチェーンウェビナーの動画アーカイブもご覧ください。

動画アーカイブ
EPLAN Japan公式You Tube

http://www.rittal.co.jp/webinar/VC/BN.html
https://www.youtube.com/channel/UCdUXMKMt07ipFS8ylIlKKig/videos


!

Improvement of the Value Chain in Panel Building
制御盤製造におけるバリューチェーンの紹介

このような制御盤設計・製造の課題を解決できるのがバリューチェーン

EPLANとリタールが提供するバリューチェーンによる
制御盤設計・製造の効率化

制御盤業界に局面する課題
• コストパフォーマンス
• 設計、製作工数の減少
• エキスパートの人手不足
• 非効率な作業、品質問題（企業にとっても問題）
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Improvement of the Value Chain in Panel Building
バリューチェーンってなに

EPLANのバリューチェーンウェビナーがYou Tubeにて公開されています。

∞(無限大)は制御盤製造のタスクを表しています。
①エンジニアリング
②調達
③製造
④オペレーション

■バリューチェーンのメリット■
 設計・製造プロセスのデジタル化
 設計・製造効率の向上
 製造効率の向上
 コスト削減
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https://www.youtube.com/channel/UCdUXMKMt07ipFS8ylIlKKig/videos


Improvement of the Value Chain in Panel Building
第1ステージ エンジニアリング

エンジニアリングのステージは、すべての始まりのプ
ロセスです。

ここでは、仕様定義、電気設計、流体動力設計を行い
ます。
制御盤の3Dデジタルツインを作成することで、熱計
算や外形寸法などができるようになります。

• EPLAN Electric P8やFluidは図面作成の効率化をサ
ポートしています。

• EPLAN Data Portalは高質な部品データをサポート
します。（EPLAN Data Standardを使い、データ
の標準化も目指しています。）

• 3Dデジタルツイン作成にはEPLAN Pro Panelが必
要です。3Dデジタルツインが完成した後は、Rittal

製品(RiThem)使い、熱計算も可能です。

Engineering エンジニアリング

Technical Specs 製品仕様

Technical Consulting & Design 事前コンサルティング

Product Functions Design 電気設計

Checking & Correcting 検証・修正

Mecanical Infratructure 機械仕様

Digital Twin デジタルツイン

Thermal Design & Dimensioning 熱計算・筐体検討
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Improvement of the Value Chain in Panel Building
第2ステージ 調達

ある調査によると、初期ステージでミスを見つけると、
製造などの後工程で見つかるより10倍労力が削減で
きるそうです。

つまり、制御盤の設計製造を、効率の良い設計の出来
るツール、高品質データ、３Dデジタルツイン化にす
ることで、最初から効率を上げ、より少ない努力で設
計が可能です。

エンジニアリングで作成された、設計データを調達の
ステージでは活用します。
例えば、部品表の作成、製造で必要になるデータの作
成、リタールの配送システムなどを使い効率的に製造
に移ります。

Sourcing 調達

Ordering 発注

Manufacturing Documents 製造用帳票

Logistics 配送

Kitting キッティング
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Improvement of the Value Chain in Panel Building
第3ステージ 製造

制御盤の3Dデジタルツインを作成していれば、製造
ステージとシームレスな連携が可能です。

配線作業ではEPLAN Smart Wiringを使い、制御盤内
の配線に必要な情報をタブレットで表示しながら作業
が可能です。

Manufacturing 製造

Cutting カッティング

Panel Modification 筐体加工

Terminal Strip Assembly 端子台組立

Mecanical Installation 配置

Labeling Devices ラベル付け

Wire Fabrication 電線加工

Wiring 配線作業

Testing テスト
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Improvement of the Value Chain in Panel Building
第4ステージ オペレーション

Operations オペレーション

Operations 稼働

Service 保守メンテ

制御盤が納品された後のオペレーションとサービス＆
メンテナンスでもバリューチェーンは活用できます。

EPLAN eVIEWを使えば、タブレットを使いすべての
情報（回路図や3Dデジタルツインなど）にアクセス
できます。サービス・メンテナンスの時に何か変更を
デジタル化したプラットフォームになります。
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Automation Engineering – Added Value Through Cloud Technology
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エンジニアリングの自動化 - クラウド技術

プレゼンテーション概要
企業が何かを作るとき、仕様検討・設計・製造・・・と様々な企業が協力して1つの製品をつくります。ビジ
ネスにおいては企業間の協業、また企業と顧客とが互いに依存・相互作用しながら事業を発展させていく様子
を、自然界の生態系になぞらえてエコシステムと呼ぶようになりました。
このエコシステムの企業間のコミュニケーション、または同一企業内でも部署間のコミュニケーションは未だ
に紙ベースで行われていることが多いです。これをデジタル化(Digitization)し、クラウド技術を活用すること
でエコシステム全体で生産効率をあげる、これがEPLANの挑戦です。
EPLANはエコシステムを構成している企業に、クラウド技術を活用するとどんなベネフィットを提供できる
のか発表しました。

レポートをまとめたやまさきの感想
設計から製造までつながる電気設計とよく日本ではEPLANの説明で使っていましたが、クラウドを活用する
ことで製造どころか全方向につなげるんですね。ヨーロッパと日本の製造業の在り方は違うから設計データを
クラウドで活用とか…日本にはしっくりこないのでは？とこれが出てきたときに思った私ですが、今回のプレ
ゼン聞いて「設計データは、それをどう活用していくかがこれからのカギなのかも。だから設計データがアナ
ログのままのだと、世界の製造業が進み始めた時に、後れを取るのかも。」と感じました。
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現在のエンジニアリングプロセス：
要件定義、設計、製造、メンテナンスと設計データが
つながっていない
→非効率的な問題発生
設計者と製造者とで利用するリソースが異なることか
ら、おこる手戻り
メンテナンスにおいては（設備）導入段階で変更が入
ると、設計者にフィードバックがしづらくなるなど

この現状の解決策としてEPLANの挑戦：
データ連携とセクションごとのコラボレーション
ひとつのデータを人々がいつでもアップデートしなが
らコミュニケーション・コラボ―レーションできる仕
組み
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要件定義、設計、製造、メンテナンスの全行程において、
企業間の協業であるエコシステムが重要

現在多くのユーザーがEPLANを使っていてEPLANデー
タが出来上がっている
これらのデータがクラウドにあれば、ある製品製造で、
エコシステムに関わる人間が必要な情報を必要な分だけ、
アクセス・データ入手が可能となる

Q.エコシステムのそれぞれのセクターにとってクラウド
に情報が上がると何がメリットなのか、またEPLANは何
を提供するのか
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補足

EPLAN Virtual Fairではエコシステムを構成する企業を

• Operator

• System integrator/OEM

• Panel Builder
• Component Manufacturer を説明しています。

日本では
• エンドユーザー
• 協力会社（エンドユーザーから仕様をもらい設計する）
• 制御盤メーカー
• 部品メーカー

と説明したほうが分かりやすいと思うので、このレポートの中ではこのように書きます。

参考：製造業のエコシステム構想設計から電気設計、製造メンテナンスまで｜EPLAN公式You Tube

https://www.youtube.com/watch?v=w0axX0q2OlU
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クラウド

＜eMANAGE＞
キーポイントは、データの適格性
エンジニアリングプロセスのすべての人が常に最新の情
報を獲得することができる

＜ePULSE＞
ePULSE とはEPLANのクラウドプラットフォーム
ここにアクセスするとエコシステムに関わる全ての人が
情報を得ることができる（登録無料）
アクセス管理可能
TRUST Centerにコンプライアンスやセキュリティ情報あ
り

ePULSEへの登録はこちらから

https://www.epulse.com/
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エコシステムを構成する部品メーカー・制御盤メーカーにとってのクラウド技術の価値

部品メーカー
＜EPLAN Data Portal＞
特に伝えたいのはインポートツール（Master Data Import 

Tool ）
EPLANユーザーにとってメインソースでもある、EPLAN 

Data Portalにインポートする製造コンポーネントデータに
ついて、可能な限り最適な方向でサポートしたい

制御盤メーカー
＜EPLAN Data Standard（通称EDS）＞
部品データの明確な基準を定義
EDSに適した部品を使って設計すると、すべての設計・製
造プロセスで、一貫したデータの利用が確実に行えます。



Automation Engineering – Added Value Through Cloud Technology

EPLAN Japan| EPLAN Virtual Fair 2020 開催レポート | 2020.09 39

エコシステムを構成する協力会社（エンドユーザーから仕様をもらい設計する）にとってのクラウ
ド技術の価値

＜eBUILD＞
事前に定義されたライブラリを使い、EPLANユーザーはマ
ウスをクリックするだけで回路図を作成することができま
す。
すでに多くのライブラリテンプレートが登録され、ePULSE

に登録すれば利用できる

独自のカスタマイズされたライブラリを作成したい（企業
で標準化したい）場合は、eBUILDを購入すれば可能

＜NEW Data Portal＞
Data Portalを、リニューアルしました。
新しいData Portalではわかりやすいユーザーインターフェ
ースとなりました。
すでにEPLANユーザーの場合は、ePULSE登録すればすぐ
に使える。

https://dataportal.epulse.cloud/
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エコシステムを構成するエンドユーザーにとってのクラウド技術の価値

エコシステムのオペレーター
＜eVIEW＞
EPLANプラットフォームで作成した設計プロジェクトにタ
ブレットなどを使い、クラウドから直接アクセス
共有しているプロジェクトに作業者(現場)からコメントを
つけられる機能があります。逆に設計者も赤文字フィード
バックすることができ、コミュニケーションをとることが
可能。

まとめ
エコシステム間でのデータの連携とセクションごとのコラ
ボレーションが重要。ひとつのデータを人々がいつでもア
ップデートしながらコミュニケーション・コラボ―レーシ
ョンできる。（もちろんアクセス制限をかけることもでき
る）
ePULSEに登録してもらえればすべて見れるので是非登録
してください。
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プレゼンテーション概要

EPLANのePULSEというクラウドベースソリューション、EPLANがサブスクリプションライセンスの提供を
始める背景に設計データの整合性と品質というテーマがあります。企業のエコシステム間で設計データの共
有をする意義、部品のマスターデータの重要性、サブスクリプションライセンスを始めることについて
Leadership Talkが行われました。

レポートをまとめたやまさきの感想
Round Trip Engineeringという初めましての単語がありました。 「例えば機械データが1つ変更されたら、付
随する他のデータとシンクロすること」と言われており、調べたところこれは「設計データの継続的な同
期」のようです。（やまさき調べ）
エコシステムの企業間で、制御盤レイアウト設計に影響を及ぼすような変更が電気設計で行われれば、それ
の変更は電気設計にもすぐに伝わる。試運転の段階で部品の変更などがあれば、もちろんその変更も電気設
計にすぐ伝わるようなデータの流れを、EPLANでも作れるように移行していくようです。
そのためにePULSEがあり、EPLANサブスクリプションライセンスの提供をしていきますよという話でした。
一言でいうと「設計・製造デジタル本格化のための準備」といったところでしょうか。
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as Success Factors in Integrated Value Chains

Data Consistency and Quality：データ整合性と品質

Q.企業のネットワークでのコラボレーションはどのよう
に行われますか。企業はデータの品質と継続性について
はどのように考えるべきですか？

A.企業はほかの企業と協業しながら仕事しています。な
ので、大切なのはデータフローには自社だけでなく、必
要な企業・部署を巻き込む必要があるということです。
これはEcosystem of automation industryと呼ばれます。
データの整合性とセキュリティが重要になります。
EPLANはデータコンテナをお客様に提供します。これは
将来的にRound Trip Engineeringの提供につながります。
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as Success Factors in Integrated Value Chains

Q. Round Trip Engineeringについて：Ecosystem of 

industrial automationにおいてEPLANの役割とは？

A. Round Trip Engineeringとはデータのシンクロを指す。
（例えば機械データが1つ変更されたら、付随する他の
データとシンクロする）EPLANを使うお客様の中では
EPLANプロジェクトが中心データになります。

Round Trip Engineeringではデータロスがないというこ
とがお客様のベネフィット。EPLANはクラウドとオンプ
レミスのハイブリッド環境を提供し、お客様の状況に合
わせてサポートしていきます。

もちろん、プロジェクトデータ保護も重要です。
（ 365日24時間保護されるセキュリティ管理）



Leadership Talk: Data Consistency and Quality

EPLAN Japan| EPLAN Virtual Fair 2020 開催レポート | 2020.09 44

as Success Factors in Integrated Value Chains

Qマスターデータはなぜ重要なんでしょうか？

A.マスターデータとは「デジタル化プロセスの中心」
設計する時と、制御盤内のレイアウト設計をする時と、
製造する時はエンジニアリングのはじめに必要なデータ
と最後に必要なデータは違います。それぞれで必要なデ
ータをEPLAN Data Standardという基準を使ってデータ
品質を整えています。

Q.EPLANサブスクリプションライセンス提供について

A.デジタルトランスフォーメーションが進む世の中で、
お客さまのために、ビジネスを創造していく。サブスク
リプションモデルを導入することでお客様に新規導入の
容易さや、加入期間の柔軟性を提供していきます。
お客さまとの成功があってこそ、Win-Winの関係になる
と信じています。


